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世界的に重大な出来事が起こった時、皆さんは自分がその時
にいた場所を鮮明に覚えておられるのではないでしょうか。
ハイチのレナンドさんも、１年前に大地震が彼女の家を襲っ
た時、自分がどこで何をしていたかをはっきり覚えています。
今号のニュースレターでは、彼女の体験を取り上げています。
私たちライオンズが、震災後に彼女やハイチの人々の生活の
再建をどのように支援してきたかをご覧ください。

ハイチで歴史的な大地震が発生してから
今日で１年になります。しかし、私たち
の救援活動が行われているのはハイチだ
けではなく、世界中で何千もの支援を提
供しています。ライオンズの皆さん、災
害復興の取り組みにおける私たちの成果
を誇りに思ってください。必要があれば
どこであっても、近くのライオンズクラ
ブが対応します。災害が発生すれば、ラ
イオンズは最初に支援の手を差し伸べ、

最後に引き上げる存在です。

世界のライオンズファミリーの惜しみな
いサポートがなければ、このような支援
を行うことはできません。財団が最も支
援を必要とする人々に手を差し伸べられ
るよう、財団へのご協力をお願いします。
レナンドさんの、家を再建するという夢
を実現してくださったことに感謝します。
一緒に、「思いやり」という橋をかけて
いきましょう！

ライオンズクラブ国際財団理事長

エバハルト J. ヴィルフス

国際会長 シドL. スクラッグスIII テーマ 「希望の光」

長尾ＬＣ会長ス ロ ーガン 「絆と参画でウィサーブ」
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震
災
後
１
年
の
ハ
イ
チ
の
再
建

L
C
IF

お
よ
び
世
界
中
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
支
援

に
よ
り
、
去
年
１
月
に
全
て
を
失
っ
た

600

家
族

が
新
し
い
家
に
入
居
し
て
い
ま
す
。
今
月
の
ラ

イ
オ
ン
マ
ガ
ジ
ン
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
レ
ナ
ン

ド
・
ピ
エ
ー
ル
・
ル
イ
ス
さ
ん
と
彼
女
の
家
族

の
お
話
は
、
新
居
を
提
供
さ
れ
た
600

家
族
の
一

例
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
ピ
エ
ー
ル
・
ル
イ
ス
さ
ん

は
、
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
あ
の
地
震
を
覚
え

て
い
ま
す
。201

0

年
１
月
12
日
、
午
後
５
時
前
、

彼
女
や
何
百
万
も
の
ハ
イ
チ
の
人
々
が
命
か
ら

が
ら
避
難
し
ま
し
た
。
家
や
学
校
、
ホ
テ
ル
が

人
々
の
目
の
前
で
倒
壊
し
、
た
だ
祈
る
こ
と
し

か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ハ
イ
チ
の
人
々
の
生

活
と
地
域
社
会
を
再
建
す
る
と
い
う
ラ
イ
オ
ン
ズ
やL

C
IF

の
取
り
組
み
に

よ
り
、
彼
女
の
家
族
は
将
来
へ
の
希
望
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。
10

月
、
新

築
の
住
居
に
入
居
し
た
彼
ら
は
、
家
と
呼
べ
る
場
所
を
得
た
こ
と
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
は
食
料
、
水
、
避
難
所
な
ど
の
支
援
を
震
災
直
後
に
提
供

し
、
１
年
経
っ
た
現
在
も
ハ
イ
チ
で
の
支
援
を
続
け
て
い
ま
す
。
ラ
イ
オ

ン
ズ
の
テ
ン
ト
村
に
暮
ら
す
人
々
が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
恩
恵
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
現
在
ま
で
に
わ
ず
か5,00

0

戸
の
仮
設
住
宅
が
建
設

さ
れ
て
い
る
だ
け
の
ハ
イ
チ
で
、
600

戸
の
新
設
は
住
宅
数
の
大
幅
な
増
加

で
は
あ
り
ま
す
が
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
テ
ン
ト
で
暮
ら
す
人
々
全
て
が
仮
設

住
宅
に
転
居
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
目
標
で
す
。
生
活
と
地
域

社
会
を
再
建
す
る
た
め
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
今
後
も
継
続
さ
れ

ま
す
。L

C
IF

の
ハ
イ
チ
で
の

取
り
組
み
に
関
す
る
情
報
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
に
よ
る
災
害
支
援

災
害
が
発
生
す
る
と
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
は
即
時
支
援
を
提
供
す
る
た
め
に

現
場
に
真
っ
先
に
駆
け
つ
け
、
最
後
に
引
き
上
げ
る
存
在
で
あ
る
こ
と
がL

C
IF

は
即
時
支
援
と
長
期
的
な
支
援
の
た
め
に
約
200

万
ド
ル
の
資
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
人
道
支
援
は
世
界
中
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
惜

し
み
な
い
支
援
の
直
接
的
な
結
果
で
す
。
皆
さ
ん
の
よ
う
な
ラ
イ
オ
ン
ズ

の
お
陰
で
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
洪
水
の
被
災
者
は
食
料
を
、
中
国
の
地
震
の

被
災
者
は
避
難
所
を
、
ハ
イ
チ
の
震
災
の
被
災
者
は
医
療
の
提
供
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
近
の
災
害
交
付
金
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ご
覧
い

た
だ
き
、
自
然
災
害
の
被
害
を
受
け
た
人
々
に
希
望
を
も
た
ら
すL

C
IF

へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

メ
ル
ビ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
功
績
を
受
け
継
ぎ
、
支
援
を
求
め
る
人
々

に
希
望
を
提
供
し
ま
し
ょ
う
。
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長
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、
2
月
17
日
か
ら
21
日
ま
で
姉
妹
提
携

Ｌ
Ｃ
の
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
Ｌ
Ｃ
（
マ
レ
ー
シ
ア
国
）
を
訪
問
し
ま
し
た
。

今
回
の
訪
問
の
主
眼
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
Ｌ
Ｃ
の
47
周
年
記
念
式
典

へ
の
出
席
並
び
に
腎
臓
透
析
セ
ン
タ
ー
開
所
式
（
国
際
会
長
列
席
）
セ
レ

モ
ニ
ー
へ
の
列
席
で
し
た
。

訪
問
記
は
2
回
に
分
け
て
掲
載
し
ま
す
。
今
号
で
は
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン

47
周
年
記
念
式
典
を
中
心
に
掲
載
し
ま
す
。

【
2
月
17
日
（
木
）
】

25
年
ぶ
り
の
積
雪
が
あ
り
、
や
っ
と
軒
先
の
雪
も
消
え
移
動
性
高
気

圧
に
覆
わ
れ
た
昨
日
の
影
響
も
あ
り
、
平
年
の
最
低
気
温
よ
り
2
度
余

り
高
い
朝
を
迎
え
、
い
い
旅
立
ち
の
日
和
と
な
っ
た
。

手
配
さ
れ
た
4
台
の
車
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
発
地
を
午
前
5
時
に
出

て
、
高
速
バ
ス
・
志
度
バ
ス
停
に
5
時
25
分
に
集
合
し
た
。
バ
ス
停
に

集
合
し
た
の
は
12
名
で
、
残
り
2
名
（
村
尾
良
明
氏
の
姪
夫
婦
＝
特
別

参
加
）
に
つ
い
て
は
東
京
か
ら
直
接
現
地
入
り
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。今

回
の
参
加
者
は
14
名

会
長
・

入
谷

武
、
幹
事
・
森
川
康
生
、
会
計
・

坂
東

護
、
第
一
副

会
長
・

村
尾
良
明
、
第
二
副
会
長
・
安
松

均
、
第
三
副
会
長
・
松
原

典
士
、
会
員
委
員
長
・
冨
田
義
雄
、
Ｙ
Ｅ
・

国
際
協
調
委
員
長
・
安
西

勝
、
LL
・

入
谷
ス
ミ
代
、
LL
・
森
川
郁
子
、
LL
・

松
原
マ
キ
エ
、
家
族
・

熊
倉
和
則
・
樹
夫
婦
、
事
務
局
・
名
倉
道
代

5
時
35
分
志
度
か
ら
関
西
空
港
（
8
時
30
分
着
）
へ
。
朝
食
を
と
っ

た
後
小
休
憩
を
挟
み
9
時
半
頃
に
出
国
・
搭
乗
手
続
き
を
済
ま
せ
た
。

午
前
11
時
・
マ
レ
ー
シ
ア
航
空
Ｍ
Ｈ
０
５
３
便
で
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー

ル
国
際
空
港
へ
。
同
機
に
は
一
般
乗
客
の
ほ
か
、
京
都
の
高
校
一
年
生

が
マ
レ
ー
シ
ア
の
高
校
と
の
交
流
修
学
旅
行
と
一
緒
に
な
っ
た
た
め
満

席
状
態
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
イ
ト
時
間
は
6
時
間
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル

空
港
着
は
現
地
時
間
で
午
後
5
時
5
分
…
日
本
と
の
時
差
約
1
時
間
遅

れ
。
国
内
線
に
乗
り
換
え
ペ
ナ
ン
空
港
へ
。
機
内
か
ら
見
る
異
国
の
十

五
夜
の
月
は
、
何
と
な
く
寂
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。

ペ
ナ
ン
空
港
で
は
ウ
エ
ル
カ
ム
の
横
断
幕
を
も
っ
た
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ

ン
Ｌ
Ｃ
10
名
ほ
ど
の
方
が
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
空
港
か
ら
は
出
迎

え
の
車
に
分
乗
し
て
「
歓
迎
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
・
ナ
イ
ト
会
」
に
合
流

国際会長 シドL. スクラッグスIII テーマ 「希望の光」

長尾ＬＣ会長ス ロ ーガン 「絆と参画でウィサーブ」
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YE・国際協調委員長 安西 勝

その１

特集
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機上からの十五夜

機内食：昼食

フライト前にまず乾杯！

関西空港・MH053便

フェローシップ・ナイト会場
約200人

フィリピン人歌手達

プーケットの方達と

バイキング料理



今
回
最
初
の
公

式
行
事
は
、
修
道

院
小
・
中
学
校
の

「
公
共
バ
ス
待
合

所
」
の
オ
ー
プ
ン

式
典
。

こ
の
バ
ス
待
合

所
は
、
ジ
ョ
ー
ジ

タ
ウ
ン
47
周
年
記

念
事
業
の
一
環
と

し
て
、
ジ
ョ
ー
ジ

タ
ウ
ン
姉
妹
提
携

ク
ラ
ブ
（
15
ク
ラ

ブ
）
が
1
ク
ラ
ブ

300

ド
ル
ず
つ
拠
出

し
て
建
設
さ
れ
た

も
の
で
す
。

修
道
院
小
・
中
学
校

は
女
子
ば
か
り
が
学
ん
で
い
て
、
小
学
校
6
年
制
、
中
学
校
5
年
制
で
現

在
の
生
徒
数
は
２
３
０
０
人
、
来
年
は
学
校
設
備
も
整
い
２
８
０
０
人
の

マ
ン
モ
ス
校
に
な
る
そ
う
で
す
。

式
典
で
は
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
Ｌ
Ｃ
の
胡
会
長
が
「
ブ
ラ
ザ
ー
ク
ラ
ブ
の

ご
協
力
に
よ
り
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
誇
り
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
の

後
、
学
校
の
李
校
長
の
お
礼
の
言
葉
や
各
国
ガ
バ
ナ
ー
な
ど
が
来
賓
祝
辞

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

式
典
に
つ
づ
き
、
小
中
学
生
に

よ
る
民
族
衣
装
で
の
華
麗
な
踊
り

や
民
族
楽
器
で
の
演
奏
・
独
唱
が

あ
り
、
お
礼
と
感
謝
の
気
持
ち
を

体
い
っ
ぱ
い
で
表
現
し
て
く
れ
ま

し
た
。

国際会長 シドL. スクラッグスIII テーマ 「希望の光」

長尾ＬＣ会長ス ロ ーガン 「絆と参画でウィサーブ」
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胡会長の御礼の挨拶
公共バス待合所オープン式典

小学生による民族舞踊

公共バス待合所前にて 民族舞踊：中学生

47
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演
奏
・
舞
踏
会
の
後
は
、
中
学
生
の
手
料
理
に
よ
る

茶
話
会
に
招
か
れ
ま
し
た
。

姉妹提携クラブの面々

旧正月を祝う可愛い兎さん

民族楽器・二胡演奏

授業風景
民族舞踊：中学生

手料理に笑顔！

接待してくれた中学生
学校からの感謝状



夜
7
時
半
か
ら

ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
LC
47
周
年

記
念
式
典

式
典
会
場
は
、
我
々
が
宿
泊
し
て
い
る
ト
レ
ー

ダ
ー
ス
ホ
テ
ル
3
階
の
大
広
間
で
し
た
。

参
列
し
た
人
が
ま
ば
ら
に
席
に
着
く
と
テ
ー

ブ
ル
ご
と
に
生
ビ
ー
ル
と
ジ
ュ
ー
ス
が
配
ら
れ
、

乾
杯
の
音
頭
も
な
く
そ
れ
ぞ
れ
各
自
が
飲
み
始

め
、
私
た
ち
日
本
人
は
始
ま
り
の
合
図
が
な
い

の
に
少
し
戸
惑
い
を
感
じ
ま
し
た
。

開
式
の
あ
い
さ
つ
が
な
い
ま
ま
、
グ
ラ
ス
を

傾
け
名
刺
交
換
や
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
歓
び
あ

う
中
、
式
典
は
約
50
分
後
に
始
ま
り
ま
し
た
。

最
初
に
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
Ｌ
Ｃ
会
長

胡
（
Ａ

ｉ
ｋ
）
氏
が
47
周
年
を
迎
え
た
歓
び
と
感
謝
の

こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
つ
づ
き

各
国
ガ
バ
ナ
ー
か
ら
の
お
祝
い
の
こ
と
ば
が
あ

り
ま
し
た
。

式
典
の
中
で
、
出
席
ク
ラ
ブ
の
紹
介
が
あ
り
、

長
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
2
番
目
に
紹
介
さ

れ
、
全
員
が
起
立
し

て
入
谷
会
長
の
「
Ｗ

Ｅ

Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｖ
Ｅ
」
の

か
け
声
に
合
わ
せ
両

手
を
突
き
上
げ
「
ウ
ォ
ー
」

「
ウ
ォ
ー
」
「
ウ
ォ
ー
」

と
息
の
あ
っ
た
ラ
イ

オ
ン
ズ
・
ロ
ー
ア
を

叫
び
、
会
場
の
脚
光

を
浴
び
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
記
念
品
の
交
換
が
行
わ
れ
、
わ

が
ク
ラ
ブ
か
ら
は
さ
ぬ
き
特
産
の
漆
芸
工
芸
品

で
あ
る
「
キ
ン
マ
塗
り
の
花
器
」
を
贈
り
ま
し

た
。
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
Ｌ
Ｃ
か
ら
は
「
記
念
盾
」

を
賜
り
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
で
は

ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
Ｌ

Ｃ
の
歴
代
会
長
へ
の

感
謝
状
贈
呈
に
つ
づ
き
、
プ
ロ
グ
レ
ス
・
メ
ル

ビ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
・
・
フ
ェ
ロ
ー
（
Ｍ
Ｊ
Ｆ
）

献
金
会
員
へ
の
盾
の
贈
呈
や
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
・

シ
ェ
ブ
ロ
ン
（
25
年
・
50
年
の
長
期
在
籍
）
、

さ
ら
に
ラ
イ
ス
・
メ
ン
バ
ー
（
終
身
会
員
）
な

ど
数
多
く
の
表
彰
行
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

わ
が
長
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
出
身
の
田
口

徹
氏
も
マ
イ
ル
ス

ト
ー
ン
・
シ
ェ
ブ

ロ
ン
と
ラ
イ
ス
・

メ
ン
バ
ー
の
称
号

が
伝
達
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

田
口
さ
ん
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
心
か
ら
お
慶

国際会長 シドL. スクラッグスIII テーマ 「希望の光」

長尾ＬＣ会長ス ロ ーガン 「絆と参画でウィサーブ」
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ライオンズ・ローア

L田口 ライス・メンバー章

式典舞台上に全員集合

記念品の交換



び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
式
典
会
場

で
は
、
プ
ー
ケ
ッ
ト
・

ア
ン
ダ
ー
・
マ
ン
シ

Ｌ
Ｃ
会
長
に
対
し
、

長
尾
Ｌ
Ｃ
入
谷
会
長

は
、
同
ク
ラ
ブ
が
運

営
す
る
「
太
陽
の
村
」

へ
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

手
渡
し
ま
し
た
。
手

渡
し
の
際
に
通
訳
を
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
特

別
参
加
い
た
だ
い
た

熊
倉
樹
（
み
ど
り
）
さ
ん

で
し
た
。
役
目
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

宴
会
を
盛
り
上
げ
た
の
は
、
各
ク
ラ
ブ
そ
れ

ぞ
れ
の
持
ち
歌
を
披
露
し
た
こ
と
で
し
た
。

わ
が
長
尾
Ｌ
Ｃ
の
入
谷
会
長
は
ジ
ョ
ー
ジ
タ

ウ
ン
Ｌ
Ｃ
の
タ
ン
（
陳
慶
烈
）
氏
と
「
北
国
の

春
」
を
熱
唱
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
埼
玉
の
浦

和
西
Ｌ
Ｃ
と
合
同
で
「
星
影
の
ワ
ル
ツ
」
も
歌

い
会
場
の
盛
り
上
げ
に
一
役
買
い
ま
し
た
。

式
典
参
加
の
た
め
、
急
遽
お
め
か
し
（
失
言
）

し
た
会
長
夫
妻
。
奥
様
の
ス
ト
ー
ル
は
現
地
調

達
し
た
更
紗
の
蝋
纈
（
ろ
う
け
つ
）
染
め
、
値

段
は
ウ
ン
万
円
と
か
？
本
当
に
良
く
お
似
合
い

で
し
た
。
セ
ン
ス
の
良
さ
が
伺
え
ま
す
。

336-Ａ地区 ガバナー・スローガン「明るく、やさしく、心をこめてＷｅ Ｓｅｒｖｅ」
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「太陽の村」へ

入谷会長ご夫妻

カラオケで盛り上がり

陳さんの奥さんと

ジョージタウンLC歴代会長

交友を深める冨田氏
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Invitation to view Lions Club George Town's Picasa Web Album

47th FellowshipDinner
皆様、前夜祭の写真ご覧になってくださいませ。その他の写真は後ほど。ＬＯＷ
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環
境
保
全
・
保
健
福
祉
委
員
長

十
河
清
隆

主

催

財
団
法
人

麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止
セ
ン
タ
ー

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３
６
―
Ａ
地
区

後

援

内
閣
府
、
厚
生
労
働
省
、
警
察
庁
、
文
部
科
学
省

と

き

平
成
23
年
2
月
27
日
（
日
）

13
時
30
分
～
17
時
30
分

と
こ
ろ

高
松
市
福
岡
町

高
松
国
際
ホ
テ
ル

二
階

ホ
ス
ト

髙
松
玉
藻
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

当
養
成
講
座
は
、
本
年
度
で
3
回
目
を
迎
え
、

336-

Ａ
地
区
の
4R
と
5R
の
合
同
開
催
と
な
っ
た
。

出
席
対
象
者
は
、
地
区
役
員
・
委
員
、
各
ク
ラ
ブ

会
長
・
幹
事
・
ク
ラ
ブ
委
員
で
、
4R
か
ら
は
46
名
、

5R
か
ら
は
34
名
の
出
席
が
あ
っ
た
。
な
お
、
ク
ラ
ブ

数
に
つ
い
て
は
4R
が
22
ク
ラ
ブ
、
5R
が
13
ク
ラ
ブ
で

あ
っ
た
。

ま
た
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
と
し
て
、
地
区
ガ
バ
ナ
ー

宇
高
昭
造
氏
、
会
計
尾
藤
稔
氏
の
出
席
が
あ
っ
た
。

長
尾
Ｌ
Ｃ
か
ら
は
、
入
谷

武
会
長
、
森
川
康
生
幹
事
、
十
河
清
隆
委
員
長

が
出
席
し
ま
し
た
。

【
講
座
内
容
】

１
．
ビ
デ
オ
講
座
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。
」
の
薬
物
乱
用
防
止
教
育
ビ
デ
オ

（
15
分
）

「
み
ん
な
で
学
ぼ
う
！
薬
物
乱
用
防
止
。
ダ
メ
。
ゼ
ッ

タ
イ
。
」
改
訂
版

２
．
基
礎
講
座

「
医
学
知
識
」
「
薬
物
乱
用
と
身
体
へ
の
影
響
」

（
40
分
）

認
定
講
師
養
成
講
座
講
師

医
学
博
士
万
本
盛
三

３
．
専
門
講
座

（
１
）
行
政
事
情
１

「
薬
物
犯
罪
等
の
現
状
」

（
30
分
）

県
警
察
本
部
刑
事
部
組
織
犯
罪
対
策
課

課
長
補
佐

岩
崎
修
三

（
２
）
行
政
事
情
３

「
県
の
取
り
組
み
と
課
題
」

（
30
分
）

県
健
康
福
祉
部

薬
務
感
染
症
対
策
課

主

事

井
下

朋

（
３
）
行
政
事
情
２

「
薬
物
乱
用
防
止
教
育
の
現
状
」

（
30
分
）

県
教
育
委
員
会
事
務
局
主
任
指
導
主
事
三
好
昭
彦

４
．
実
践
講
座

「
Ｌ
Ｃ
国
際
協
会
薬
物
乱
用
防
止
の
実
践
活
動
」

（
40
分
）

認
定
講
師
養
成
講
座
講
師

横
路

望

５
．
講

評

財
団
法
人
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止
セ
ン
タ
ー

（
20
分
）

阿
部
俊
三

【
概

要
】

１
．
薬
物
乱
用
問
題
の
深
刻
化

人
類
が
二
十
世
紀
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
負
の
遺
産

①
平
和
を
破
壊
し
人
々
の
命
を
脅
か
す
地
域
紛
争

②
家
庭
や
社
会
秩
序
を
崩
壊
さ
せ
る
薬
物
乱
用
問
題

・
終
戦
直
後
の
ヒ
ロ
ポ
ン
（
覚
せ
い
剤
）
の
乱
用

・
高
度
経
済
成
長
期
の
ヘ
ロ
イ
ン
の
乱
用

・
１
９
８
０
年
代
後
半
か
ら
の
覚
せ
い
剤
乱
用

（
第
三
次
覚
せ
い
剤
期
）

若
年
層
化

２
．
薬
物
乱
用
が
引
き
起
こ
す
被
害

①
脳
の
破
壊
を
引
き
起
こ
し
、
精
神
や
身
体
に
障
害
を
与
え
る
。

一
度
破
壊
さ
れ
た
脳
は
決
し
て
正
常
な
状
態
に
な
ら
な
い
。

②

一
度
薬
物
を
乱
用
す
る
と
、
自
分
の
意
志
で
は
止
め
ら
れ
な
い
薬

国際会長 シドL. スクラッグスIII テーマ 「希望の光」

長尾ＬＣ会長ス ロ ーガン 「絆と参画でウィサーブ」
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Ｌ
Ｃ
国
際
協
会
336-

Ａ
地
区

用
防
止
教
育
認
定

講
師
養
成
講
座



物
依
存
症
に
陥
る
。
薬
物
入
手
の
た
め
犯
罪
行
為
を
起
こ
す
。

３
．
薬
物
乱
用
と
は

医
薬
品
を
医
療
目
的
か
ら
逸
脱
し
て
使
用
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は

医
療
目
的
以
外
の
薬
物
を
不
正
に
使
用
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

４
．
乱
用
さ
れ
る
薬
物
＝
シ
ン
ナ
ー
、
覚
せ
い
剤
、
コ
カ
イ
ン
、
大
麻

（
マ
リ
フ
ァ
ナ
）
、
向
精
神
薬
（
睡
眠
薬
、
精

神
安
定
剤
な
ど
）
、
ア
ヘ
ン
系
麻
薬
な
ど

①

幻
覚
作
用
…
Ｌ
Ｓ
Ｄ
（
紙
状
）
、
マ
ジ
ッ
ク
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
、

大
麻
樹
脂
、
有
機
溶
剤
（
シ
ン
ナ
ー
、
ト
ル
エ
ン
、

接
着
剤
）
大
麻
（
マ
リ
フ
ァ
ナ
）

②
興
奮
作
用
…
覚
せ
い
剤
、
コ
カ
イ
ン
、
Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ａ
＝
幻
覚
作
用
も

③
抑
制
作
用
…
ア
ヘ
ン
系
麻
薬
（
ヘ
ロ
イ
ン
な
ど
）
、
大
麻
、

向
精
神
薬
（
睡
眠
薬
、
精
神
安
定
剤
）
、
有
機
溶
剤

５
．
罰

則
＝
使
用
ま
た
は
密
売

①
死

刑
＝
中
国
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

韓
国
、
エ
ジ
プ
ト
、
タ
イ
、
フ
イ
リ
ッ
ピ
ン

②
終
身
刑
＝
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

③
無
期
懲
役
＝
日
本
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス

新
国
連
薬
物
乱
用
根
絶
宣
言

（2009

年
～2019

年
）
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【薬物乱用防止教育講師認定証】

【ＬＣの役割】

【薬物乱用防止スローガン】



国際会長 シドL. スクラッグスIII テーマ 「希望の光」

長尾ＬＣ会長ス ロ ーガン 「絆と参画でウィサーブ」
< 14 >

3
月
の
予
定

3
月
4
日
（
金
）
第
1
例
会

（
い
ろ
は
）

3
月
11
日
（
金
）
運
営
委
員
会

（
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ぞ
み
）

3
月
18
日
（
金
）
第
2
例
会

（
い
ろ
は
）

3
月
19
日
（
土
）
4R-

3Z
第
3
回

地
区
ガ
バ
ナ
ー
諮
問
委
員
会

（
小
松
真
珠
荘
）

3
月
21
日
（
日
）
春
分
の
日

大
鉢
山
国
旗
掲
揚

集
合
時
間
、
午
前
6
時
30
分
に
変
更

3
月
23
日
（
水
）
第
96
回
4R-

3Z
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

（
高
松
G
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
）

3
月
25
日
（
金
）
事
業
委
員
会

（
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ぞ
み
）

3
月
26
日
（
土
）
さ
ぬ
き
市
み
ろ
く
自
然
公
園

進
入
路
清
掃
活
動

※
平
成
23
年
2
月
11
日
（
金
）
建
国
記
念
の
日

積
雪
の
た
め
大
鉢
山
国
旗
掲
揚
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
・

シ
ェ
ブ
ロ
ン
授
賞
式

受
賞
者

L
・
入
谷
武

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
よ
り
Ｌ
入
谷
武
に
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
・
シ
ェ
ブ
ロ
ン
が
届
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
元
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
を
通
じ
て
、
25
年
間
、
四
半
世
紀
に
渡
り
地

域
社
会
奉
仕
に
参
画
し
て
き
た
ラ
イ
オ
ン
に
贈
ら
れ
ま
す
。



氏名 どんなことで

入谷　武
ジョジタウンクラブ４７周年大会に参加させて頂き全員無事帰国できました。
マレーシァーのガバナーより記念なるバッチを頂きました。

鶴居　健
①入谷会長を初めジョージタウンLC訪問の皆さんの国際交流貢献に感謝します。
②２月３日冠動脈カテーテル検査の結果異常無しでした。検査の為、桜の植樹、２月第一
例会を欠席しすみませんでした。

前田武士 昨年の秋以来様々おさわがせしました。
中村聖二 奥様作、お雛様
藤沢健三 ジョージタウン訪問の皆様、全員無事にお帰りになり心よりお喜び申しあげます！
白井貞男 ペナンより全員無事に帰国された事に対して
安西　勝 マレーシャも無事終り、みんな元気で帰国しました。ありがとうサン。
国方　弘 花見例会が近づいてきたので

冨田義雄
ライオンズクラブ国際会長の大宴会に出席出来たことに感謝して
安西国際委員長ご苦労さんでした。

坂東　護 I had a Happy Time in penang  （ペナンは楽しかったです。）
村尾良明 ジョージタウンLC４７周年記念行事に参加し無事帰って来ました。

森川康生
ジョージタウン４７周年記念式典に参加出来たことに感謝して、無事帰って来ました。
尚、２月の第二定例会が１週間遅れになりましたことお詫びして。

松原典士
ジョジタウンLC結成４７周年記念式典に参加させていただきありがとうございました。国際
会長シド・L・スラッグスⅢ世ともお会いでき感激しました。詳しくは会報誌で報告します。

安松　均
ジョジタウンLCを訪問し国際会長とお逢いしました。雲の上の人かと思っていましたが頭の
中まではわかりませんが、足も手も私達とかわらない普通の白人の人でした。報告まで

尾崎正一
ジョジタウンLC第４７周年記念式典に出席され国際親善を深めて頂いた入谷会長をはじめ
出席された皆様ご苦労さまでした。

井上信明
ジョウジタウンLC記念式典にご参加の皆様、地震にも遭わず無事ご帰国された事を祈念し
て

事務局
名倉道代

２月１７日～２１日までマレーシア・ペナン・ジョージタウンLC４７周年記念式典に出席させて
頂きました。会員の皆様には大変お世話になりありがとうございました。

氏名 どんなことで
六車誠司 ザックジャパン、アジアカップ優勝おめでとう！！
藤沢健三 日中の気温が13℃になりこれからはゴルフ・釣りが出来るぞ！
林　誠二 前回、前々回の例会に出席できなくて

六車　兌
1月15日の前田武士様の叙勲祝賀会に長尾ライオンズクラブの会員様が大勢のご出席に
感謝して

坂東　護 立春！！
十河清隆 1月２２日の桜植樹には多数の方々のご協力をいただきありがとうございました。

入谷　武
1月２２日の櫻の植樹に大勢の会員の参加を頂き無事終る事が出来ました。有りがとうご
ざいました。又２月生れのライオンお目度うございます。

中村聖二 もうすぐ春～ですネーェー?
冨田義雄 2/1よりオイスカが公益財団法人に移行しました。今後とも宜しくお願いします。
井上信明 酒代として
国方　弘 １月２２日、植樹のオオシマザクラの成長を祈念して

尾崎正一
入谷会長さん長年の奉仕活動に対しマイルストーンシェブロンの受賞おめでとうございま
す。
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ドネーション 第１１２６回例会 平成 2 3 年 2月25日

ドネーション 第１１２５回例会 平成2 3 年 2月 4日
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歯
が
痛
い
、
肩
が
痛
い
、
腕
が
上
が
ら
ん
、
服

の
袖
に
手
が
通
し
に
く
い
。
四
十
肩
が
つ
い
に
来

た
か
と
思
い
ま
し
た
が
サ
ロ
ン
パ
ス
を
張
っ
て
い

た
ら
3
日
で
直
り
ま
し
た
。
ヨ
シ
ヨ
シ

パ
ソ
コ
ン
の
調
子
が
良
く
な
い
で
す
。
ブ
ル
ー

バ
ッ
ク
（
突
然
、
青
地
に
白
文
字
が
羅
列
）
に
な

る
事
が
良
く
あ
り
ま
す
。
当
然
、
編
集
し
て
い
た

記
事
が
す
っ
ぽ
り
と
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
シ
ョ
ッ

ク
は
、
い
く
ば
か
り
か
・
・
・

経
験
の
あ
る
方

は
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

ジ
ョ
ジ
タ
ウ
ン
訪
問
の
皆
様
、
お
疲
れ
様
で
し

た
。
今
回
の
会
報
誌
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
訪
問

大
特
集
に
な
り
ま
し
た
。
な
ん
だ
か
い
い
思
い
を

し
て
来
た
よ
う
で
す
ね
。
都
合
が
つ
け
ば
次
回
は

是
非
行
き
た
い
で
す
。47th

F
e
llo

w
-sh

ip
D

in
n
e
r

の
写
真
はG

oo
g
le
P
ica

sa
W
eb

A
lbum

s

にL
O
W

さ
ん
が
掲
載
し
た
も
の
で
す
。

便
利
で
す
ね
。
こ
こ
に
公
開
し
て
あ
る
か
ら
、
自

由
に
見
て
チ
ョ
ウ
ダ
イ
っ
て
と
こ
で
す
。
長
尾
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
も
会
員
の
パ
ソ
コ
ン
利
用
度

が
上
が
れ
ば
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
は
リ
ン
ク
だ
け

を
掲
示
し
て
こ
の
様
な
無
料
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し

た
い
も
の
で
す
。
大
量
の
写
真
を
プ
リ
ン
ト
し
な

く
て
済
み
ま
す
よ
。
4
万
円
も
出
せ
ば
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
が
買
え
る
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本

人
は
変
化
を
嫌
う
国
民
だ
と
言
わ
れ
ま
す
が
パ
ソ

コ
ン
利
用
く
ら
い
は
会
員
の
皆
さ
ん
挑
戦
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

（
や
ま
ぽ
ん
）

編
集
後
記

発
行
：
長
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

〒
7
6
9
-2

3
0
1
香
川
県
さ
ぬ
き
市
長
尾
東
9
1
4
-
1

T
E
L
0
8
7
9
-5
2
-5
8
0
0

F
A
X

0
8
7
9
-5
3
-2
0
9
8

発
行
人
：
会
長
・
入
谷
武

幹
事
・
森
川
康
生

編
集
：

P
R
・

ラ
イ

オ
ン

ズ
情

報
・

IT
委

員
会

発
行
日
：
平
成

2
3
年

3月
1
日

2月誕生会

2月誕生会出席の皆さん、おめでとうございます

2
月
の
誕
生
者

2
月
13
日

L
・
安
部

好

2
月
14
日

L
・
六
車

兌

2
月
15
日

L
・
冨
田
義
雄

2
月
23
日

L
・
山
下
泰
司

2
月
6
日

LL
・
土
草
成
子

2
月
15
日

LL
・
山
下
鈴
子

2
月
17
日

LL
・
十
河
明
美

2
月
20
日

LL
・
井
上
知
代
子

2
月
27
日

LL
・
滝
川
勢
津
子


